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補 正 予 算 主 要 事 業 の 概 要 

（一般会計） 

   ★印は、新規事業                                                    （単位：千円） 

項 目 ・ 事 業 名 補正予算額 説              明 

Ⅰ 原油価格・物価高騰対策 5,145,941  

1 ★ＬＰガス料金高騰対策事業 998,295 ＬＰガスの料金高騰により影響を受けている県民、県内事業者の負担を軽減するた

め、ＬＰガス販売事業者を通じて、値引きによる支援を行うもの。 

・支 援 額：（家 庭 向 け）１世帯当たり  ３千円 

      （事業者向け）１事業者当たり 使用量に応じた定額支援 

月使用量 支援額 

５０㎥未満 ３千円 

５０㎥以上３００㎥未満 １万５千円 

３００㎥以上 ４万５千円 

               ※令和５年１月～９月分の支援相当額 

2 ★特別高圧電気料金高騰対策事業 337,800 電気料金高騰の影響を受けている特別高圧契約で受電する中小企業等の負担を軽減

するため、電気料金の一部を助成するもの。 

・助 成 額：令和５年１月～８月分 ３．５円／ｋＷｈ 

      令和５年９月分    １．８円／ｋＷｈ 
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項 目 ・ 事 業 名  補正予算額 説              明 

3 ★事業者の未来への投資を応援する総合補助金 1,588,000 原油価格・物価高騰等による影響を乗り越えるため、県内事業者が創意工夫を凝ら

して取り組む設備投資に対して、幅広く補助金を交付することにより、県内事業者を

支援するもの。 

・補助対象者 ：県内中小企業等 

・補助対象経費：省エネ化、再エネ導入、コスト削減、生産性向上に資する設備投資 

        売上増につながる新事業展開、事業分野拡大に必要な設備投資 

・補  助  率：３／４ 

・補助上限額 ：１５０万円 

※補助対象経費合計が２５万円以上の事業が対象 

4 医療・福祉施設応援金事業 712,050 物価高騰等による経費の増加分を公定価格等により利用者に転嫁できない中にあっ

ても、サービスを維持しながら運営を続けている医療・福祉施設に対し、応援金を支

給するもの。 

（医療施設等） 

・病院：(７２万円＋病床数×５千円)／施設 

・有床診療所：３６万円／施設 

・無床診療所(医科・歯科)：１８万円／施設 

・訪問看護ステーション、助産所 ：１０万円／施設 

・薬局、あん摩マッサージ指圧師、はり師、きゅう師、柔道整復師、歯科技工所：５万円／施設 

（福祉施設等） 

・介護、障害福祉、児童福祉施設等（入所施設）：３６万円／施設 

・グループホーム等居住施設：１８万円／施設 

・介護、障害福祉、児童福祉施設等（通所施設）：１２万円／施設 

・介護、障害訪問・相談事業所：１０万円／施設  

・委託里親、子ども食堂：５万円／施設 
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5 私立学校応援金事業 15,540 物価高騰等により経費が増加する中で、教育活動を継続している私立中学校、高等

学校、専修学校、各種学校に対し、応援金を支給するもの。 

・生徒数５００人以上  ：７２万円／学校 

・生徒数１００～４９９人：３６万円／学校 

・生徒数１～９９人   ：１０万円／学校 

6 貨物自動車運送業支援事業 380,380 燃油価格高騰により、物流の基幹的役割を担う貨物自動車運送事業者が厳しい経営

状況に置かれていることを踏まえ、安全で安定した貨物輸送の維持を図るため、支援

金を支給するもの。 

・普通貨物自動車：３万円／台 

・小型貨物自動車：２万円／台 

・軽貨物自動車：１万円／台 

7 配合飼料価格等高騰緊急支援事業 1,113,876 配合飼料価格等の高騰により、経営が厳しい状況にある畜産農家に対して、畜産経

営の維持を図るため、飼料購入経費の一部を助成するもの。 

・配合飼料補助：６，０００円／ｔ 

・粗飼料補助：乳用牛２１，０００円／頭 

繁殖牛１０，５００円／頭 

肥育牛 ４，２００円／頭 

 


